
報告＆感想集 



「島根県委託事業・みんなで学ぶ人権事業」 

 「アイたちの学校」髙賛侑 （コ・チャンユ） 監督の最新作です。  

ドキュメンタリー映画「ワタシタチハニンゲンダ！」 

日時：２０２３年１月２８日（土） 

① 10：10～12：10 ②14：00～16：00 

 

参加費:５００円 車椅子、介護者、２０歳未満無料 

会場： 松江市民活動センター５０４ 

   松江市白瀉本町 0852-32-0800 

主催：多文化共生みっくすさらだ 

問合せ：０９０－３６３８－５４３８（森） 

後援：松江市、フォーラム平和・人権・環境しまね、部落解放同盟島根県連合

会、在日本朝鮮人総聯合会島根県本部、朝日新聞松江総局、山陰中央新報社、

毎日新聞松江支局、読売新聞松江支局 

 テーマは朝鮮学校、オーバーステイ、技能実習生、難民、入管収容者など多

様な立場の外国人への差別です。 

 

 明治維新から今日まで、日本の外国人政策は排除の論理で一貫している。国

益に利用できる外国人は優遇し、国益に無駄な外国人は排除する。 

 

 「多文化共生」を国策で謳っているが、対象は介護、建設業、低賃金労働者

であり、それ以外の難民申請する「無駄な外国人」は排除する。 

 

 また、北朝鮮「制裁」に名を借りた在日朝鮮人への人権侵害は国家による犯

罪であり、日本人の人権意識が問われる問題。 

 

 朝鮮学校に対する「授業料無償化排除、助成金カット」は人種差別撤廃条

約、国際人権規約、子供の権利条約に違反する犯罪であり、国の過ちを表に引

きずり出すのは市民の義務です。 

 

 世界のどこかで戦争が起きると必ず領土問題とか、国益とか、国賊とか、反

日とかの言葉が氾濫します。 

 

 何度も騙される私達にも責任はあります。フェイクニュース、大本営発表を

見極める不断の努力が大切です。こころと思想を鍛えるイベントです。 



【監督プロフィール】 

高賛侑（コウ・チャニュウ） 

朝鮮大学校卒。文芸活動に従事し、詩・小説の創作、演劇の脚本・演出多数。 

朝鮮関係月刊誌『ミレ（未来）』編集長を経てノンフィクション作家。 

2015 年、ライフ映像ワーク設立、代表。自由ジャーナリストクラブ理事。 

ルポ「旧ソ連に生きる朝鮮民族」で部落解放文学賞（記録文学部門）受賞。 

2019 年、ドキュメンタリー映画「アイたちの学校」監督（キネマ旬報文化映

画ベスト・テン。日本映画復興奨励賞受賞）。 

 

著書に『アメリカ・コリアタウン』（社会評論社）、『国際化時代の民族教育』

（東方出版）、『異郷暮らし』（毎日新聞社）、『ルポ 在日外国人』（集英社新

書）等。 

共著に『在日一世の記憶』（集英社新書。事務局長）、『ひとびとの精神史』（岩

波書店）等。 

 

 

 

 

 



参加者感想 

 

■主に前半の朝鮮人差別、後半の外国人労働者、入管の扱いに対して強い憤り

を覚える。映画の中で出てきたクルド人の方は私個人として初めて収容施設で

面会した人達だったので希望が見えず、最近になって難民認定された方が出た

のは嬉しい。 

 

■重い話でつらかったです。 

日本でこんなにつらい思いをさせられる人達が沢山いるだと。どうにかしない

といけませんね。ありがとうございました。 

 

■日本がどれだけひどい差別をしているのか つらくなった。監督さんのお

話、聞きたかったです。 

いつもいい映画を紹介してくださりありがとうございます。 

 

■いつもドキュメンタリー映画を楽しみにしている。 

良識ある入管法を望む。 

 

■映像も内容も知らなかったこともショックでした。 

 

■難民問題は難しいくてわからない。本日の映画内容でも難しい事が改めて分

かった。 

活動される方の大変さも分かってきた。 

 

■外国人に対する差別の意識はどこから始まっていたのかというところからス

タートしていては分かりやすかった。多数の側が声をあげたり関心を持つ事で

希望がでるといい。 

なぜみんなが幸せにならない法律ばかりできているのであろう。ていさいを気

にする日本に対して世界にもっとアピールしたらいいのかなぁ 

 

■テレビのニュースなどで一部を見てなかなか深いところまで理解できない世

界でしたけど、少し理解できた気がしました。もっと深く勉強していたいと思

います。ありがとうございました。 

 

■入国管理局の実態が少しだけ理解できました。 



 

■映画を観ている私も苦しくなりました。 

映画に出ていた方たちは、死を感じながらもっと苦しんでいます。 

日本の社会は苦しんでいる人がたくさんいます。 

日本の政治は苦しむ人をたすけないのでしょうか。 

平和な国 日本というのは看板だけでしょうか。 

今日感じた苦しさは これからも心に残り続けるでしょう。 

でも、苦しさは苦しさだけで終わらせません。 

 

■以前大阪の映画館で上映された時見逃してしまいいつか観たいと思っていま

した。機会をいただけた事に感謝いたします。 

過去、歴史が今につながっていることがよく分かりました。 

日本人の人を人として扱われないやり方に怒りを感じます。 

そして日本人としている私自身申し訳ない気持ちでいっぱいです。自分に出来

ることをみつけて少しでも活動していきたい。 

 

■歴史の中で日本にありながら朝鮮学校に対する不平等さは昔から聞いていま

したが以前は大人たちが力を合わせて色々団結し抗議をしながら運動を進めて

いかれていた戦後のようすが映像を初めてみてわかりました。 

入管については一般の日本人としてらくらしていたら全く接点がなかったです

が、ウイルマさんの事件からそんなにひどい所なのかと初めて認識いたしまし

た。 

 

■□入管法について 

□Bond の活動について 

□スリランカ 

□ミャンマー（NLD と国軍）について 

□朝鮮総連について 

想いをめぐらせ、地球の平和について考えるきっかけ ご縁を頂きましてあり

がとうございました。感謝もうしあげます。 

 

■今日の問題の発端として日本の植民地政策からの流れ、考え方が通？してい

ることが捉え方のヒントになりました。 

植民地政策への歴史も？学からなる現在の保守政治に一貫してつながる近代の

日本の価値観として、今を支配している日本社会の闇深い問題と再確認したと

ころです。今日はお世話になりました。 



 

■新聞、ラジオ、テレビなどからの一方的な記事はわかりにくいし、過去の出

来事からの流れで、大ざっぱではありますが少しでもつかめたのではないかと

思います。 

もし日本人が何らかの事件、出来事で日本を脱出しなければならなかった時、

受け入れる国の人々はどの様な反応をするのでしょうか？ 
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